
小１ 小２ 小３ 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３
小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３
中1 中２ 中３

明野 17 16 21 13 23 24 30 25 29
須玉 30 27 31 41 37 29 29 38 18
高根東 28 27 18 32 30 30 41 48 47
高根西 8 16 14 21 26 24 21 37 31
長坂 38 47 53 49 37 56 62 55 57
泉 32 24 31 30 37 38 37 41 37

小淵沢 19 21 25 25 36 23 44 29 45
白州 16 15 14 16 15 16 13 17 16
武川 17 17 22 21 20 22 24 14 17

205 210 229 248 261 262 301 304 297

6 6 6 7 7 7 8 8 8
※ 0 0 1 1 1 1 1 1 1
※ 34 35 33 31 33 33 33 34 33

※
※

小１ 小２ 小３ 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３ 小１ 小２ 小３ 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３
小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３ 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３
中1 中２ 中３ 中1 中２ 中３

A 17 16 21 13 23 24 30 25 29 F 38 47 53 49 37 56 62 55 57
B 30 27 31 41 37 29 29 38 18 G 19 21 25 25 36 23 44 29 45
C 28 27 18 32 30 30 41 48 47 H 16 15 14 16 15 16 13 17 16
D 8 16 14 21 26 24 21 37 31 I 17 17 22 21 20 22 24 14 17
E 32 24 31 30 37 38 37 41 37

115 110 115 137 153 145 158 189 162 90 100 114 111 108 117 143 115 135

3 3 3 4 4 4 4 5 5 3 3 3 3 3 3 4 3 4
1 1 1 0 1 1 1 1 0 0 0 1 1 1 1 1 1 0

29 28 29 34 31 29 32 32 32 30 33 29 28 27 29 29 29 34

小１ 小２ 小３ 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３ 小１ 小２ 小３ 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３ 小１ 小２ 小３ 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３
小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３ 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３ 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３
中1 中２ 中３ 中1 中２ 中３ 中1 中２ 中３

A 17 16 21 13 23 24 30 25 29 E 28 27 18 32 30 30 41 48 47 H 38 47 53 49 37 56 62 55 57
B 30 27 31 41 37 29 29 38 18 F 8 16 14 21 26 24 21 37 31 I 19 21 25 25 36 23 44 29 45
C 16 15 14 16 15 16 13 17 16 G 32 24 31 30 37 38 37 41 37
D 17 17 22 21 20 22 24 14 17

80 75 88 91 95 91 96 94 80 68 67 63 83 93 92 99 126 115 57 68 78 74 73 79 106 84 102

2 2 3 3 3 3 3 3 2 2 2 2 3 3 3 3 4 3 2 2 2 2 2 2 3 3 3
1 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 1 1 1 1 0 0

27 25 29 30 32 30 32 31 27 34 34 32 28 31 31 33 32 29 29 34 26 25 24 26 27 28 34

中学標準学級数 中学標準学級数

はぐくみ35人学級 はぐくみ35人学級

学級生徒数 学級生徒数

教員（特支２仮定） 20名 23名 26名 教員（特支２仮定）

全校学級数 12学級 14学級 16学級 全校学級数
教員配当数 17名 20名 23名 教員配当数

教員（特支２仮定） 14名 16名 18名

292

全校生徒数 304 336 393

18名 20名 21名

10学級 12学級 13学級
15名 17名 19名

7学級 9学級 10学級

203 226全校生徒数

水平統合を基本とした場合の　「学校規模（生徒数・学級数・教員配当数等）の状況」　　（例）

「水平統合１校を基本」　として想定した場合

「水平統合３校を基本」　として想定した場合　【一例】

10名
13名 17名 19名

教員配当数
教員（特支２仮定） 16名 17名 17名
教員配当数 13名 14名 14名 12名 15名

令和10年度
令和13年度
令和16年度

統
合

３
③
中

学年別計

教員配当数
6学級 9学級 11学級
9名 14名 17名

198 268 340
中学標準学級数
はぐくみ35人学級

学級生徒数
全校学級数

中学標準学級数
はぐくみ35人学級
学級生徒数
全校学級数 9学級

学年別計
全校生徒数 243 277

全校学級数

教員（特支２仮定）

9学級 9学級

令和10年度
令和13年度
令和16年度

統
合

３
②
中

学年別計
全校生徒数
中学標準学級数
はぐくみ35人学級

学級生徒数

24学級

31名
28名
19学級

270

令和10年度
令和13年度
令和16年度

統
合

３
①
中

「水平統合２校を基本」　として想定した場合　【一例】

令和10年度 令和10年度
令和13年度 令和13年度
令和16年度 令和16年度

統
合

２
①
中

統
合

２
②
中

学年別計 学年別計
全校生徒数 340 435 509

27学級
38名

統
合
全
中

中学標準学級数

学年別計

教員（特支２仮定）
教員配当数
全校学級数

はぐくみ35人学級

令和10年度

令和16年度

学級生徒数

令和13年度

全校生徒数

41名

902771644

37名
34名

～ 令和４年度の小中学校児童生徒数（見込み）に基づいた 

                         「令和10・13・16年度の状況」 ～  

※「はぐくみ35人学級」は、山梨県の少人数学級制度（はぐくみプラン）に基づき、増加される学級数  

※「学級生徒数」は、１学級の平均生徒数  

※「教員配当数」は、教頭は除き、はぐくみ加配を加えた人数  

学年学級数 教員数 国語 社会 数学 理科 音楽 美術 保体 技術 家庭 英語
１学級 7名 ① ① ① ① ▲ ▲ 1 ▲ ▲ 2
２学級 11名 2 ① ① 2 1 ▲ 1 1 ▲ 2
３学級 17名 3 2 2 2 1 1 2 1 ▲ 3
４学級 21名 3 3 3 3 1 1 2 1 1 3
５学級 25名 4 3 4 3 1 1 3 1 1 4
６学級 30名 5 4 4 4 1 1 4 1 1 5
７学級 34名 5 5 5 5 2 1 4 1 1 5
８学級 38名 6 5 6 6 2 1 4 1 1 6

※すべての教科に教科免許を有する教諭の配置が望まれる。【▲】
※主要教科（５教科）には、複数の教科担当の配置が望まれる。【○数字】

学級数に基づく、教科担当教諭の配置例

・全教科に免許保有者を配置 

９学級 ８学級 ６学級 

５学級 ５学級 ４学級 ４学級 ４学級 ３学級 

３学級 ３学級 ３学級 ４学級 ３学級 ２学級 ３学級 ３学級 ２学級 

【水平統合１校を基本とした場合】 

 ・学年生徒数： R10  学年約300人 ➔ R16  学年約200人 

 ・標準学年学級数： R10  学年約8学級 ➔ R16  学年約約6学級 

 ・学校教員配置数：R10 約40人 ➔ R16 約30人 
 

【水平統合２校を基本とした場合】 

 ・学年生徒数： R10  学年約115～190人 ➔ R16  学年約90～115人 

 ・標準学年学級数： R10  学年約3～5学級 ➔ R16  学年約3学級 

 ・学校教員配置数：R10 約20人 ➔ R16 約15人 
 

【水平統合３校を基本とした場合】 

 ・学年生徒数： R10  学年約80～120人 ➔ R16  学年約60～90人 

 ・標準学年学級数： R10  学年約3～4学級 ➔ R16  学年約2学級 

 ・学校教員配置数：R10 約15人 ➔ R16 約10人 
 

水平を基本 

令和１０・１３・１６年度 
資料３ 


